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p2

今
か
ら
１
５
０
年
前
、こ
の
五
條

で
起
こ
っ
た
、は
じ
め
て
の
倒
幕

運
動「
天
誅
組
の
大
和
義
挙
」。

明
治
維
新
の
先
駆
け
と
な
り
な

が
ら
、は
か
な
く
散
っ
た
若
い
志

士
た
ち
の
志
を
今
一
度
顕
彰
す

る
イ
ベ
ン
ト
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

（
写
真
）

▼
天
誅
組
志
士

　

田
中
主
馬
蔵
が
使
用
し
た
鎧

　
（
米
田
知
代
氏
蔵
）

▼
天
誅
組
出
発
之
図

　
（
堂
山
善
子
氏
蔵
）

 



tenchu-gumi

市立民俗資料館　長屋門

天誅組出発の図

て
ん
ち
ゅ
う
ぐ
み

大
和
義
挙
一
五
〇
年

　

動
乱
の
幕
末
。
大
和
五
條
の
代
官
所

に
討
ち
入
っ
た
天
誅
組
。
孝
明
天
皇
の

行
幸
、
御
親
征
の
さ
き
が
け
と
し
て
、

文
久
三
年
八
月
十
七
日
、
い
ち
は
や
く

倒
幕
の
狼
煙
を
あ
げ
ま
し
た
。
し
か
し

翌
日
の
十
八
日
、
京
都
で
政
変
が
起
こ

り
、
大
和
行
幸
・
御
親
征
は
中
止
に
。

大
義
名
分
を
失
っ
た
天
誅
組
は
、
そ
れ

で
も
倒
幕
の
た
め
に
戦
い
続
け
、
幕
府

軍
を
悩
ま
せ
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
隊

士
が
戦
死
し
、
わ
ず
か
四
十
日
余
で
鎮

明
治
維
新
発
祥
の
地
・
五
條
市

勤
王
の
志
士
の
地
・
十
津
川
村

天
誅
組
終
焉
の
地
・
東
吉
野
村

伴
林
光
平
た
ち
文
化
人
の
里
・
安
堵
町

松
本
奎
堂
生
誕
地
・
愛
知
県
刈
谷
市

吉
村
虎
太
郎
生
誕
地
・
高
知
県
津
野
町

原
田
亀
太
郎
生
誕
地
・
岡
山
県
高
梁
市
等
々

関
連
地
域
で
記
念
事
業
が
行
わ
れ
ま
す
。

今
年
は
様
々
な

関
連
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す

明
治
維
新
の
四
年
前
、こ
の
大
和
五
條
で
起
こ
っ
た
、は
じ
め
て
の
倒
幕
義
挙「
天
誅
組
の
大
和
義

挙
」か
ら
今
年
で
１
５
０
年
を
迎
え
ま
す
。

私
欲
を
捨
て
、時
代
の
さ
き
が
け
と
し
て
決
起
し
た
志
士
た
ち
。そ
の
志
を
今
一
度
顕
彰
し
、多
く

の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、「
天
誅
組
大
和
義
挙
１
５
０
年
記
念
事
業
」を
実
施
し
ま
す
。

天
誅
組

圧
さ
れ
て
し
ま
っ
た
天
誅
組
。
し
か
し

そ
の
義
挙
に
よ
っ
て
、
各
地
で
倒
幕
挙

兵
が
相
次
い
で
起
こ
り
、
四
年
後
の
明

治
維
新
へ
と
繋
が
っ
た
の
で
す
。

　

五
條
市
は
、「
明
治
維
新
発
祥
の
地
」

で
あ
り
、
奮
戦
の
あ
と
を
偲
ば
せ
る
多

く
の
史
跡
が
残
っ
て
い
ま
す
。

の
ろ
し

2天誅組大和義挙１５０年記念イベント紹介



tenchu-gumi

第一回 4月27日（土）

第二回 5月25日（土）

第三回 6月29日（土）

第四回 7月27日（土）

天誅組や幕末に関する講座。
今年は志士末えいを講師に「ご子孫が語
る秘話」シリーズで４回お届けします。

長屋門さきがけ塾

「義士伴林光平の最期 －維新の魁150年を記念して－」
　◎講師　鈴木純孝（伴林光平の兄鳳岳の末えい）

「松本奎堂の生涯」◎講師　野村嘉久
　（財団法人刈谷頌和会理事、松本奎堂 末えい）

「草莽の隊士 原田亀太郎 －天子の御為と存じ死に走り候－」
　◎講師　原田元昭（原田亀太郎末裔）

「京都幕末の女」◎講師　川崎泰一（京都維新を語る会理事、
　久坂玄瑞愛人桔梗屋辰路曾孫）

場所：市立民俗資料館 長屋門 研修室
時間：13:00～14:30
料金：一般 500円／回　会員 300円／回
定員：40人

「天誅組始末記」（昭和45年）の著者、小中
陽太郎氏による記念講演会。

長屋門さきがけ塾 SPECIAL

日時：8月17日（土）13:00～14:30
場所：市立中央公民館
料金：一般 500円　会員 300円
定員：70人

150年祭 津野町高野農村歌舞伎
「虎太郎魁大和錦」

日時：9月15日（日）
12:30開場 13:00開演

場所：市民会館および周辺

料金：公演チケット 1,000円

定員：300人（自由席）

夏休みの宿題に最適！市内史跡見学と、

おもしろ講師による天誅組講座など

夏休みこどもさきがけ塾

日時：8月6日（火）10:00～15:00
場所：市立民俗資料館長屋門研修室
料金：500円
定員：20人

150年祭前夜祭　長屋門灯花会
日時：9月14日（土）17:00～
場所：市立民俗資料館 長屋門
内容：和太鼓演奏・灯花会・
　　　長屋門ライトアップ
料金：無料

討幕運動の導火線となった天誅組の変から150年の記念に、
展示を通して新しい国づくりを夢見た志士たちの姿を紹介。

記念展示「天誅組志士たちの肖像」

会期：6月15日（土）～7月28日（日）

場所：市立五條文化博物館特別展示室（北山町930-2）

　　　☎２４・２０１１

開館時間：9:00～17:00（最終入館16:30）

料金：大人300円／中・高・大学生200円

　　　小学生以下無料

休館日：月曜日（祝日の場合は翌日）

http://www6.ocn.ne.jp/̃gojobaum/

index.html

代表的な史跡から細かなところまで...講師
同行で史跡を順に辿る、全6回のバスツアー

バスツアー   天誅組の足跡を辿る

●第一回 6月 8日（土）
　天誅組上陸地から河内国へ「堺・富田林」
●第二回 7月13日（土）
　楠木正成ゆかりの地から五條へ
　「河内長野・五條」
●第三回 8月24日（土）
　南朝の里と天誅組激戦地「下市・西吉野」
●第四回 10月 5日（土）～6日（日）
　十津川郷士と天誅組北上ルート
　「十津川・北山」
●第五回 11月 9日（土）
　最期の決戦地を訪ねて「東吉野・桜井」
●第六回 12月 7日（土）
　志士たちの墓所を訪ねて「京都」
　※第四回以外は日帰りコースです
　料金：各回3,000円（昼食・お茶・保険）
　　　　※第四回のみ1泊2日 18,000円
　　　　（宿泊費・昼食2回、保険料）
　定員：25人

各イベント問合先   天誅組大和義挙150年記念事業実行委員会
〒637-0043 五條市新町3丁目3-1（市立民俗資料館 長屋門内）　☎・FAX ２２・０４５０
URL  http://www.tenchugumi.jp　　E-mail  info@tenchugumi.jp

高知県津野町高野の皆さんによる、

農村歌舞伎「虎太郎魁大和錦」上演　

※関連地域物産展、天誅組書籍やグッズ販売

　コーナーもあります。（10:00～16:00）

＿＿天駆けよ、天誅組＿＿

2013年の天誅組イベント概要
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中山忠光書状

日時：4月6日（土）
　　　市立民族資料館 長屋門  9時45分集合
料金：1,000円（お弁当・お茶・保険・資料代）
定員：100人

さきがけWalking
五條「天誅組と新町」
五條市内に点在する関連史跡、重要伝統的建造物
群保存地区「五條新町」を、講師とボランティア
ガイドの案内で巡る行程約4キロの花見ウォーク

3 Gojo City Public Relations　本庁 ☎２２・４００１、西吉野支所 ☎３３・０３０１、大塔支所 ☎３６・０３１１



　

上
野
公
園
で
第
28
回
吉
野
川

ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
各
地
域
を
代
表
し

て
出
場
し
た
小
学
生
10
人
（
男

女
各
５
人
）
が
一
つ
の
チ
ー
ム

と
な
り
、
10
キ
ロ
の
コ
ー
ス
を

タ
ス
キ
で
つ
な
ぎ
ま
し
た
。

　

風
が
強
く
、
気
温
が
低
い
厳

し
い
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
し
た

が
、
チ
ー
ム
で
励
ま
し
合
い
、

友
達
や
保
護
者
の
声
援
を
受
け

て
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
ま
し

た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
優　

勝　

五
條
東
・
五
條
西
体
育

協
会
Ａ

▼
準
優
勝　

牧
野
・
田
園
・
あ
づ
み

台
体
育
協
会
Ａ

▼
第
３
位　

阿
太
体
育
協
会
Ａ

吉
野
川
ジ
ュ
ニ
ア

    

駅
伝
大
会
開
催

寒
風
を
は
ね
の
け
て
快
走

１
28

第
28
回

１
  　20

　

野
原
小
学
校
を
ス
タ
ー
ト
し
て
２
０
．
９
キ
ロ
の
コ

ー
ス
を
６
人
で
タ
ス
キ
を
つ
な
ぐ
五
條
市
駅
伝
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
の
中
学
校
や
事
業
所
、
各
地

区
体
育
協
会
か
ら
28
チ
ー
ム
、
１
６
８
人
の
ラ
ン
ナ
ー

が
出
場
し
、
日
頃
鍛
え
た
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。
結
果

は
次
の
と
お
り
で
す
。

寒
さ
に
負
け
ず
練
習
の
成
果
を
発
揮

人條 力
を
合
わ
せ
て
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
ま
し
た

社
会
人
か
ら
中
学
生
ま
で
多
数
の
ラ
ン
ナ
ー
が
参
加

■
一
般
の
一
部

　

優　

勝　

阪
合
部
地
区
体
育

協
会
A

　

準
優
勝　

北
宇
智
地
区
体
育

協
会

　

第
３
位　

阪
合
部
地
区
体
育

協
会
B

■
一
般
の
二
部

　

優　

勝　

も
も
ち
ゃ
ん

　

準
優
勝　

五
條
市
消
防
本
部
A

　

第
３
位　

五
條
市
職
員
組
合

日頃の練習の成果を発揮

第 55回 五條市駅伝大会

■
一
般
女
子
の
部

　

優　

勝　

王
隠
堂
農
園
R
C

　

準
優
勝　

き
ら
り
☆
マ
マ

■
中
学
生
男
子
の
部

　

優　

勝　

五
條
西
中
学
校
A

　

準
優
勝　

五
條
東
中
学
校
A

　

第
３
位　

五
條
西
中
学
校
B

■
中
学
生
女
子
の
部

　

優　

勝　

五
條
東
中
学
校

　

準
優
勝　

五
條
西
中
学
校
A

　

第
３
位　

五
條
中
学
校

子
ど
も
た
ち
を
交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う

　

子
ど
も
た
ち
を
巻
き
込

ん
だ
交
通
事
故
が
全
国
で

多
発
し
て
い
ま
す
。
五
條

市
で
は
子
ど
も
た
ち
を
事

故
か
ら
守
る
た
め
、
市
内

の
保
育
所
で
来
年
度
小
学

校
に
入
学
す
る
児
童
を
対

象
に
新
入
学
児
童
交
通
安

全
教
室
を
実
施
し
ま
し

た
。
五
條
警
察
署
員
や
奈

良
県
警
察
交
通
巡
視
員
の

指
導
の
も
と
、
子
ど
も
た

ち
は
横
断
歩
道
の
渡
り
方

や
信
号
機
の
意
味
な
ど
、

交
通
ル
ー
ル
を
学
び
ま
し

た
。

１
12～新

入
学
児
童
交
通
安
全
教
育安全に通学できるよう、交通ルールを学びました 巡視員の指導のもと、楽しく学習

4GOJO ニュース



１
28

　

子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
守

る
た
め
、
五
條
警
察
署
員
と

市
危
機
管
理
課
職
員
の
指
導

の
も
と
、
阪
合
部
小
学
校
で

児
童
87
人
と
教
職
員
14
人
が

参
加
し
て
不
審
者
侵
入
訓
練

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

五
條
警
察
署
員
が
不
審
者

に
扮
し
「
子
ど
も
に
会
わ
せ

て
く
れ
」
と
学
校
を
訪
れ
て

刃
物
を
出
し
て
暴
れ
だ
し
た

と
い
う
想
定
で
、
駆
け
つ
け

た
教
員
が
刺
す
股
を
使
用
し

て
不
審
者
を
制
圧
し
ま
し

た
。
ま
た
、
他
の
教
員
は
生

徒
を
安
全
な
場
所
へ
誘
導

し
、警
察
に
通
報
し
ま
し
た
。

12
16

太
田
市
長
を
表
敬
訪
問
し
た
嶋
田
さ
ん

　

訓
練
終
了
後
に
は
生
徒
や

関
係
者
が
体
育
館
に
集
ま
っ

て
検
討
会
を
開
催
し
、
不
審

者
へ
の
対
応
や
避
難
時
の
注

意
点
な
ど
、
い
ざ
と
い
う
と

き
の
対
処
の
方
法
を
話
し
合

い
ま
し
た
。

12
26

　

テ
ク
ノ
パ
ー
ク
・
な
ら
工

業
団
地
と
し
て
交
通
安
全
思

想
の
普
及
高
揚
に
努
め
、
特

に
平
成
24
年
の
交
通
安
全
県

民
運
動
に
効
果
的
な
活
動
を

推
進
し
た
功
績
に
対
し
、
奈

良
県
知
事
か
ら
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

　

伝
達
式
に
は
運
営
協
議
会

を
代
表
し
て
桝
田
会
長
が
出

席
し
、
五
條
警
察
署
長
か
ら

表
彰
状
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

交
通
安
全
活
動
で

　

知
事
表
彰
受
賞

テ
ク
ノ
パ
ー
ク
・
な
ら

工
業
団
地
運
営
協
議
会

　

J
I
C
A
の
青
年
海
外
協
力

隊
と
し
て
、
中
央
ア
ジ
ア
の
キ

ル
ギ
ス
共
和
国
で
活
動
し
て
い

た
五
條
市
出
身
の
嶋
田
早
矢
加

さ
ん
（
28
歳
）。
こ
の
度
２
年

間
の
活
動
を
終
え
て
帰
国
し
、

１
月
28
日
に
市
長
を
表
敬
訪
問

さ
れ
ま
し
た
。

　

嶋
田
さ
ん
は
、
特
産
品
の
生

産
販
売
に
よ
る
村
落
開
発
「
一

村
一
品
運
動
」
を
、
担
当
し
た

キ
ル
ギ
ス
の
イ
シ
ク
ク
リ
県
内

で
広
め
ま
し
た
。
生
産
組
合
の

設
立
や
、
商
品
の
品
質
向
上
指

導
・
新
商
品
・
新
素
材
の
開
発

な
ど
の
活
動
や
、
住
民
が
組
織

と
し
て
販
売
で
き
る
シ
ス
テ
ム

を
構
築
し
て
地
域
の
産
業
振
興

に
大
き
く
貢
献
。
そ
の
成
果
は

政
府
か
ら
も
認
め
ら
れ
、
外
務

大
臣
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
キ
ル
ギ
ス
で
は
も
て
な
し

の
文
化
が
浸
透
し
て
お
り
、
家

に
は
一
日
中
お
客
さ
ん
が
行
き

来
し
ま
す
。
日
本
人
の
私
に
も
、

い
つ
も
お
茶
と
パ
ン
と
ジ
ャ
ム

を
出
し
て
も
て
な
し
て
く
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
キ
ル
ギ
ス
に
は

『
神
が
望
め
ば
』
と
い
う
言
葉

が
あ
り
ま
す
。
約
束
に
何
時
間

も
遅
れ
る
こ
と
も
よ
く
あ
り
、

す
っ
ぽ
か
さ
れ
た
り
も
し
ま
す
。

で
も
、
神
が
望
ま
な
か
っ
た
の

で
仕
方
が
な
い
の
で
す
」
と
文

化
の
違
い
に
戸
惑
う
こ
と
も
。

阪合部小学校で
不審者対応訓練を実施

子どもたちの安全を守ろう

キルギスで村落開発に貢献   

 嶋田早矢加 さん

條五
人人條

Sayaka Shimada

し
か
し
、
不
思
議
と
そ
の
時
間

の
感
覚
が
心
地
よ
く
な
っ
た
そ

う
で
す
。

　
「
キ
ル
ギ
ス
で
は
、
自
分
の

村
を
よ
く
し
た
い
と
、
若
者
た

ち
が
特
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。
地
域
開
発
は
、
身

近
な
と
こ
ろ
か
ら
取
り
組
む
こ

と
が
可
能
で
す
。
隠
れ
た
五
條

市
の
魅
力
を
見
つ
け
る
こ
と
か

ら
始
め
て
も
面
白
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
ま
た
、
若
い
う
ち
に

外
の
世
界
を
見
る
こ
と
は
良
い

経
験
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
キ

ル
ギ
ス
に
は
、
雄
大
な
山
、
壮

大
な
草
原
、
真
っ
青
な
青
空
、

満
点
の
星
空
が
臨
め
、
日
本
人

に
そ
っ
く
り
な
フ
レ
ン
ド
リ
ー

な
人
た
ち
が
迎
え
て
く
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
」

と
五
條
市
の
若
者
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
話
し
て
く
れ
た
嶋
田

さ
ん
。
今
後
も
活
躍
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

地域の産業振興に取り組みました
（写真提供 久野真一 JICA5）

雄大で美しいキルギスの草原

刺
す
股
を
使
用
し
て
不
審
者
を
確
保

実
戦
さ
な
が
ら
の
講
習

表
彰
状
を
受
け
取
る
桝
田
会
長
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　　　During the winter vacation, I visited my 
hometown Adelaide, in South Australia.  It was summer 
in Australia so while you were all probably freezing, I 
was enjoying the beautiful hot, sunny weather.  Well, for 
the most part the weather was great.  A couple of days 
were unbearably hot with temperatures rising to above 
40 degrees Celsius.  We refer to days like those as 
“stinking hot”.
　　　I spent Christmas Day with some of my relatives.  
In Australia, there are many different ways to celebrate 
Christmas.  Likewise, there are many foods that we say 
are ‘Christmas foods’.  I guess the most traditional 
Christmas lunch would be turkey, ham and a variety of 
cooked vegetables.  However, nowadays seafood is also 
popular.  For Christmas lunch we had cold prawns, fish, 
barbecued meat, salads and roasted vegetables.  For 
dessert we had homemade Christmas pudding (like a 
fruit cake) with ice-cream.  For Christmas dinner we had 
ham, turkey, pasta salad and potato salad.  Kentucky 
Fried Chicken, or any deep-fried chicken, is not 
commonly eaten on Christmas Day in Australia.
　　　Besides Christmas, the highlights of my trip were 
catching up with my family, friends and puppy dog and 
walking along the beach.  My “puppy dog” is nearly 14 
years old so she’s really not a puppy anymore but I call 
her that anyway.  She is a Welsh springer spaniel and 
she is very special to me.  She always looks happy and 
loves being around people.  The hardest thing about 
returning to Japan each time is parting from my dog.  
When I am in Adelaide, I always spend as much time as 
possible with Jessie (my “puppy dog”). 

　冬休みに、私は南オーストラリアのアデレードに帰省しま
した。オーストラリアは夏だったので、日本の皆さんが寒さ
に震えていた時、私は素晴らしい、暑くて光に満ちあふれた
気候を楽しんでいました。おおかたは天候に恵まれましたが、
気温が 40℃を超える、耐えられないくらい暑い日が数日あり
ました。そんな日は、” stinking hot（スティンキング・ホット、
「ひどく暑い」）” と言われます。
　私は、クリスマスを親戚の人々と過ごしました。オースト
ラリアでは、様々な方法でクリスマスをお祝いします。同様
に、” Christmas foods（クリスマス・フーズ、「クリスマスの
食べ物」）” と呼ばれる物もたくさんあります。もっとも伝統
的なクリスマスの昼食は、七面鳥、ハムそれと色々な野菜料
理だと思いますが、最近はシーフードも人気があります。私
たちは昼ご飯に、冷やしたえび、魚、バーベキューされた肉、
サラダ、焼き野菜を食べました。デザートは、手作りのクリ
スマス・プディング（Christmas pudding、フルーツ・ケーキ
のようなもの）にアイスクリームを添えたものでした。夕食
には、ハム、七面鳥、パスタのサラダそれにポテトサラダを
食べました。オーストラリアでは、ケンタッキー・フライド
チキンや鳥の唐揚げなどはふつうクリスマスには食べません。
　クリスマスに加えてこの旅行の目的は、家族や友人、子犬
とひさしぶりに会って海岸を散歩することでした。私の「子犬」
というのはもうすぐ 14才です。ですから、本当はもう子犬
ではありません。けれど、私は今でもそう呼んでいます。彼
女はウェルシュ・スプリンガー・スパニエル（Welsh 
springer spaniel）という種類で、私にとって特別な存在です。
いつも楽しそうにしていて、私たちと一緒に過ごすのが大好
きなようです。日本に戻るときはいつでも、子犬と離れるの
が一番つらいです。アデレードにいるときは、できる限りジェ
シー（Jessie、「子犬」の名前）と過ごします。

My trip home 帰　省

英語
コミュ

ニケー
ション

第 47 回

stinking hot　＝　extremely hot「非常に暑い」

国 際 交

流

E xc h ange
I n ternational

こんにちは、　
セーラ ディンハムです

例文）The next few days are going to be stinking hot in Adelaide.
　　「アデレードでは、これから数日間非常に暑くなるだろう。」

五
條
警
察
署

「
メ
ロ
デ
ィ
ー
パ
ト
ロ
ー
ル
」

　
　
　
　

２
月
か
ら
実
施
中

♪
　

五
條
警
察
署
で
は
、
パ
ト
カ

ー
で
メ
ロ
デ
ィ
ー
や
音
声
を
流

し
な
が
ら
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、

住
民
に
注
意
を
呼
び
か
け
、
空

き
巣
や
車
上
狙
い
等
の
犯
罪
を

防
止
す
る
「
メ
ロ
デ
ィ
ー
パ
ト

ロ
ー
ル
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

パ
ト
カ
ー
の
ス
ピ
ー
カ
ー
で

県
警
の
誘
拐
被
害
防
止
啓
発
曲

「
い
か
の
お
す
し
１
人
前
」
の
メ

ロ
デ
ィ
ー
や
犯
罪
へ
の
注
意
を

呼
び
か
け
る
音
声
を
流
し
な
が

ら
、
五
條
署
管
内
の
住
宅
街
を

中
心
に
パ
ト
ロ
ー
ル
し
ま
す
。

　
「
メ
ロ
デ
ィ
ー
パ
ト
ロ
ー
ル
」

に
関
す
る
意
見
・
要
望
等
は
次

の
窓
口
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

■
問
合
先

　

五
條
警
察
署
地
域
課

　

☎
２
３
・
０
１
１
０
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ガ
ー
ナ
に
は
３
０
０
か
ら
４

０
０
の
部
族
が
あ
る
ら
し
い
の

で
す
が
、
ぼ
く
の
住
む
地
域
に

は
ダ
ゴ
ン
バ
と
い
う
人
た
ち
が

多
く
住
ん
で
い
ま
す
。
タ
イ
ト

ル
の
こ
の
部
族
の
お
祭
り
に
１

月
末
に
参
加
し
た
僕
は
、
ま
た

ガ
ー
ナ
の
多
様
性
を
見
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　

何
気
な
く
同
僚
か
ら
「
明
日

はdam
ba festival

だ
ぞ
、
い

く
か
？
」
と
お
誘
い
さ
れ
た
僕

は
、
足
を
運
ん
で
み
る
こ
と
に
。

お
祭
り
の
目
的
っ
て
何
？
な
ん
て

野
暮
な
質
問
を
ぶ
つ
け
て
み
る

と
、
ど
う
や
ら
「
ム
ス
リ
ム
の
預

言
者
モ
ハ
メ
ド
の
誕
生
祝
い
」
と

い
う
こ
と
で
、「
え
ー
じ
ゃ
ぁ
、

ム
ス
リ
ム
の
人
だ
け
で
い
い
じ
ゃ

な
い
」
と
思
っ
た
り
僕
は
す
る
わ

け
で
す
が
、
そ
こ
は
寛
容
な
ガ
ー

ナ
。
キ
リ
ス
ト
教
だ
ろ
う
が
、ロ
ー

カ
ル
の
宗
教
だ
ろ
う
が
ダ
ゴ
ン
バ

で
あ
れ
ば
、
こ
れ
を
み
ん
な
で
お

祝
い
を
す
る
ら
し
く
、
よ
く
よ
く

聞
く
と
、
こ
の
お
祭
り
、
別
の
近

く
の
４
つ
の
部
族
も
ま
た
別
の
と

こ
ろ
で
同
じ
日
に
同
じ
目
的
で
同

じ
こ
と
を
そ
れ
ぞ
れ
で
や
っ
て
い

る
ら
し
い
の
で
す…

。
や…

や
や

こ
し
い…

。

　

内
容
的
に
は
、
女
性
子
ど
も
は
、

そ
の
年
で
一
番
の
お
し
ゃ
れ
を

し
、
男
性
は
ス
モ
ッ
ク
と
呼
ば
れ

る
（
写
真
の
）
服
を
着
て
、
太
鼓

を
打
ち
鳴
ら
し
、
み
ん
な
で
踊
る
。

酋
長
は
馬
に
乗
っ
て
町
を
練
り
歩

き
、
ほ
か
の
村
に
あ
い
さ
つ
を
し

に
行
き
、
そ
こ
で
ま
た
踊
る
。
期

間
は
18
日
間
。
お
祝
い
の
ご
は
ん

を
食
べ
、
明
朝
ま
で
踊
り
続
け

る
日
が
11
日
目
、
17
日
目
に
あ

り
、
最
終
日
に
「
バ
イ
バ
イ
ま

た
ねdam

ba festival

パ
レ
ー

ド
」
が
あ
る
ら
し
く
ど
う
や
ら

こ
れ
を
見
に
行
っ
た
よ
う
で
す
。

と
に
か
く
す
ご
い
人
で
、
こ
ん

な
に
タ
マ
レ
人…

な
ん
て
こ
と

思
う
の
と
同
時
に
地
域
の
伝
統

の
お
祭
り
を
み
ん
な
で
楽
し
む

タ
マ
レ
の
人
々
を
見
な
が
ら
、

い
ろ
ん
な
部
族
・
宗
教
の
人
が

い
て
も
、
み
ん
な
仲
良
く
や
っ

て
い
る
の
は
こ
う
い
う
お
祭
り

が
あ
る
か
ら
な
の
か
な
、
な
ん

て
思
っ
た
乾
期
の
お
祭
り
で
し

た
。
恒
例
の
空
砲
撃
ち
も
い
て
、

あ
と
か
ら
見
返
し
た
写
真
は
ど

れ
も
ぶ
れ
ぶ
れ
で
し
た
。

（dam
ba festival

で
グ
ー
グ
ル

の
画
像
検
索
を
す
る
と
お
祭
り

の
模
様
が
詳
し
く
見
ら
れ
て
、

ガ
ー
ナ
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る

か
も
知
れ
ま
せ
ん
）

✉

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
同
僚
と
お
祭
り
の
よ
う
す

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
、

顔
の
見
え
な
い
不
特
定
多
数

の
相
手
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
可
能
で
す
。
や
り

取
り
を
し
て
い
る
う
ち
に
、

親
し
い
気
持
ち
に
な
り
、

会
っ
て
み
た
く
な
っ
て
し
ま

う
も
の
で
す
が
、
現
実
の
相

手
が
信
頼
で
き
る
人
と
は
限

り
ま
せ
ん
。

出
会
い
系
サ
イ
ト
等
の

被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に

★
不
用
意
に
個
人
情
報
を
教

え
た
り
、
書
き
込
ん
だ
り

し
な
い
。

★
写
真
な
ど
の
画
像
送
信
に

は
気
を
つ
け
る
。

★
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
書

き
込
み
や
情
報
を
う
の
み

に
し
な
い
。

★
18
歳
未
満
の
児
童
が
出
会

い
系
サ
イ
ト
を
利
用
す
る

こ
と
は
法
律
で
禁
じ
ら
れ

て
い
ま
す
。

★
ゲ
ー
ム
サ
イ
ト
や
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
サ
イ
ト
な
ど
の

出
会
い
系
以
外
の
出
会
い

を
誘
発
す
る
サ
イ
ト
の
利

用
に
も
気
を
つ
け
ま
し
ょ

う
。

■
問
合
先　

青
少
年
セ
ン
タ
ー　

☎
２
４
・
３
０
０
４

迷
惑
メ
ー
ル
は

✉

開
か
な
い
！

ア
ク
セ
ス
し
な
い
！

連
絡
し
な
い
！

　

友
達
に
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

を
伝
え
た
り
、
サ
イ
ト
へ
ア

ド
レ
ス
を
登
録
す
る
な
ど
、

私
た
ち
は
暮
ら
し
の
な
か
で

迷
惑
メ
ー
ル
が
届
く
き
っ
か

け
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

　

覚
え
の
な
い
迷
惑
メ
ー
ル

を
受
け
取
っ
た
場
合
、
問
い

合
わ
せ
や
返
信
を
し
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
ト
ラ
ブ
ル
に
合

わ
な
い
よ
う
、
安
易
に
開
か

ず
家
族
や
知
人
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
お
か
し
い

と
思
っ
た
ら
消
費
生
活
相
談

窓
口
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

  

消
費
生
活
相
談
窓
口

■
日
時

　

毎
週
火
・
木
曜
日

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
場
所

　

市
役
所
第
２
分
庁
舎
３
階

■
問
合
先

　

本
庁
（
内
線
３
８
６
）

ガ
ー
ナ
か
ら
の
手
紙
第
11
通

勝
島
雄
治
の

（
文
・
写
真
）勝
島　

雄
治

（
か
つ
し
ま
ゆ
う
じ
）　

五
條
市
田
園

出
身
の
24
歳
。「
日
本
の
文
化
や
技
術

で
発
展
途
上
国
に
夢
を
与
え
た
い
」と

J
I
C
A
青
年
海
外
協
力
隊
に
参
加
。

ガ
ー
ナ
タ
マ
レ
市 

ダ
ヒ
ン
シ
ェ
リ
中

学
校
理
数
科
教
師
と
し
て
勤
務
中
。

「
ダ
ン
バ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
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カルムのひろば

▽午前９時から午後４時まで
▽保険証を持参してください
▽診療は急病患者の応急処置に
限ります

★応急を要する
　軽易な内科と小児科の診療
　五條市応急診療所
　☎２４・００９９
　（本町３丁目１－１３）
▽診療日時　土・日・祝日
　午後６時～午前０時 
　受付：午後 11 時 30 分まで

■問合先　保健福祉センター

成人保健係　本庁 ( 内線２９０)

切り取り線

切り取って保管しましょう

３月・４月  五條市休日救急診療（在宅当番医制）医師当番表

五條病院からのお知らせ ■問合先　県立五條病院外科外来   ☎２２・１１１２（代）

　

健
康
診
断
を
受
け
る
と

色
々
な
検
査
結
果
が
出
て
き

ま
す
。
今
回
は
、
健
康
診
断

の
結
果
が
ど
の
よ
う
な
体
の

サ
イ
ン
か
を
わ
か
り
や
す
く

解
説
し
ま
す
。

■
日
時　

３
月
26
日
（
火
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

■
場
所　

カ
ル
ム
五
條

■
定
員

20
人

３月３日（日） １０日（日） １７日（日） ２０日（水） 

須恵２丁目６－２１  

足立医院
 

☎２５・３９３９
 

岡口１丁目２－２２  

右馬医院
 

☎２２・２２８１
 

野原西２丁目１－２６  

大川橋診療所
 

☎２2 ・２４４７
 

須恵 2丁目１－２５

山田医院
 

☎２２・２０３９
 

２４日（日） ３１日（日） 
今井２丁目２１２－１ 

山本小児科 

☎２５・２５５５ 

釜窪町１２６－１ 

前防医院 

☎２２・２０７２ 

　

肛
門
に
は
痔
核（
い
ぼ
痔
）、裂
肛（
切

れ
痔
）、
肛
門
周
囲
膿
瘍
、
痔
ろ
う
、

直
腸
脱
、
脱
肛
な
ど
の
病
気
が
あ
り
、

症
状
の
出
か
た
も
様
々
で
す
。

　

な
か
で
も
、
高
齢
の
女
性
に
見
ら
れ
、

見
逃
さ
れ
て
い
る
お
尻
の
病
気
が
脱
肛

（
粘
膜
脱
）
で
す
。
肛
門
の
内
側
の
粘

膜
が
緩
ん
で
、
肛
門
の
外
側
に
出
て
来

る
た
め
、
お
尻
に
物
が
は
さ
ま
っ
た
よ

う
な
不
快
感
や
、
下
着
の
汚
れ
な
ど
が

見
ら
れ
ま
す
。
症
状
は
、
長
時
間
歩
い

た
時
や
排
便
後
に
強
く
な
り
ま
す
。
治

療
に
は
手
術
が
必
要
で
す
が
、
最
近
の

新
し
い
手
術
方
法
は
、
痛
み
も
少
な
く
、

数
日
の
入
院
で
治
療
で
き
ま
す
。

　

肛
門
の
診
察
は
、
気
恥
ず
か
し
い
と

思
わ
れ
て
、
症
状
が
あ
っ
て
も
受
診
を

敬
遠
さ
れ
て
い
る
方
が
お
ら
れ
ま
す
が
、

簡
単
な
診
察
で
診
断
が
つ
き
、
悩
み
が

解
決
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、

一
度
医
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

健
康
教
室
シ
リ
ー
ズ

■
内
容

　

検
診
結
果
の
は
な
し

■
参
加
費　

無
料

■
申
込
締
切

　

３
月
25
日
（
月
）

■
申
込
先

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
成
人

保
健
係

　

本
庁
（
内
線
２
９
０
）

　

み
ん
な
で
楽
し
く
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

３
月
16
日
（
土
）

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■
集
合
場
所

　

カ
ル
ム
五
條
を
出
発
し
、

神
社
な
ど
に
立
ち
寄
り

な
が
ら
３
キ
ロ
か
ら
４

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
歩
き

ま
す
。

※

雨
天
の
場
合
カ
ル
ム
五
條

体
育
館

■
指
導
者　

五
條
市
運
動
普

及
推
進
員

■
持
ち
物

　

運
動
の
出
来
る
服
装
、
タ

オ
ル
、
飲
み
物
（
雨
天

の
場
合
上
履
き
）

■
申
込
締
切

　

３
月
14
日
（
木
）

■
申
込
先

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
成
人

保
健
係

　

本
庁
（
内
線
２
９
０
）

み
ん
な
で
、歩
き
ま
せ
ん
か

〜
カ
ル
ム
五
條
の
健
康
講
座
〜

肛
門
の
症
状
で

困
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

お
ト
ク
な
っ
ト
ク

わ
か
り
や
す
い
！

知
っ
て
て
知
ら
な
い
検
診
結
果
の
お
は
な
し

４月７日（日） １４日（日） ２１日（日） ２８日（日） 
今井２丁目２－１２ 
岩井内科 

☎２６・１２１２ 

新町２丁目３－８ 
槇野医院 

☎２２・２００４ 

今井４丁目１－１６ 
ひらい内科ｸﾘﾆｯｸ 
☎２５・５５２５ 

二見４丁目２－４ 
寒川医院 

☎２２・２１２０ 
２９日（月） 

本町１丁目７－２３  
後藤医院 

☎２２・２６９５ 
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▼五條警察署「ナポ君相談コーナー」 ☎２３・０１１０ 

▼奈良県警察本部ナポ君相談コーナー ☎０７４２・２３・１１０８ 

 ＃９１１０（プッシュ式） 

▼暴力１１０番 ☎０７４２・２５・０１１０ 

▼ヤング・いじめ１１０番 ☎０７４２・２２・０１１０ 

▼中南和少年サポートセンター ☎０７４４・２７・４５４４ 

▼性犯罪被害１１０番 ☎０７４２・２４・４１１０ 

▼悪質商法１１０番 ☎０７４２・２４・９４４１ 

▼覚せい剤１１０番 ☎０７４２・３３・１８１８ 

▼なら犯罪被害者支援センター（民間団体） ☎０７４２・２４・０７８３ 

　

警
察
で
は
、
犯
罪
や
困
り
ご
と
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

警
察
の
被
害
相
談
窓
口

　

指
名
手
配
被
疑
者
の

　
　

検
挙
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

  

全
国
の
警
察
か
ら
指
名
手
配

さ
れ
て
い
る
者
は
、
重
要
指
名

手
配
被
疑
者
を
含
め
約
９
０
０

人
。
発
見
に
は
皆
さ
ん
の
協
力

が
必
要
で
す
。
わ
ず
か
な
事
で

も
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

　

遺
品
け
ん
銃
の
発
見
、

　
　
　
　
　
　

連
絡
の
お
願
い

　

旧
軍
用
け
ん
銃
は
、
形
見
や

遺
品
で
あ
っ
て
も
所
持
で
き
ま

せ
ん
。
発
見
し
た
ら
警
察
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。
発
見
・
届

出
で
処
罰
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。　

　

絶
対
に
手
を
出
さ
な
い
で
！

　
　
　
　
　
　

脱
法
ド
ラ
ッ
グ

　
「
合
法
ハ
ー
ブ
」「
お
香
」「
ア

ロ
マ
」
な
ど
と
称
す
る
商
品
を

使
用
し
た
人
が
、
意
識
障
害
な

ど
を
起
こ
し
て
死
亡
し
た
り
、

重
体
に
陥
る
事
件
が
多
発
し
て

い
ま
す
。
販
売
し
て
い
る
店
を

見
か
け
た
ら
警
察
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

わ
ず
か
な
情
報
も

警
察
に
通
報
・
相
談
を

！！！
五條警察署　☎２３・０１１０

３
月
１
日
（
金
）
〜
７
日
（
木
）

消
す
ま
で
は  

出
な
い
行
か
な
い  

離
れ
な
い

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
火
気

の
取
扱
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

住
宅
防
火

い
の
ち
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

〜
３
つ
の
習
慣
・

　
　
　
　
　

４
つ
の
対
策
〜

３
つ
の
習
慣

▼
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

▼
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

▼
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

▼
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

▼
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の

火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使

用
す
る
。

▼
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る
。

▼
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を

守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制

を
つ
く
る
。

　

五
條
市
消
防
本
部
・

五
條
市
消
防
団
で
は
、

文
化
財
防
火
デ
ー
に
あ

わ
せ
て
、
市
指
定
文
化

財
で
あ
る
三
在
町
の
龍

池
神
社
・
御
霊
神
社
で

消
防
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

社
務
所
か
ら
出
火
し

た
想
定
で
、
自
治
会
に

よ
る
１
１
９
番
通
報
、

初
期
消
火
と
避
難
誘
導

を
行
い
、
消
防
団
・
消

防
署
に
よ
る
放
水
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。
参
加

者
は
正
確
な
通
報
と
迅

速
な
初
期
消
火
な
ど
、

消
防
活
動
の
重
要
性
を

再
確
認
し
、
貴
重
な
文

化
財
を
後
世
に
残
す
よ

う
火
災
予
防
の
心
掛
け

を
誓
い
ま
し
た
。 春

の
火
災
予
防
運
動
実
施
中

市
指
定
文
化
財
で
消
防
訓
練
実
施

消防トピックス
五條市消防本部　☎２２・３３１０

山
火
事
予
防
・
車
両
火
災
予
防
運
動
も
併
せ
て
実
施
し
ま
す
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既
就
職
者
、
一
般
就
職
者
、
学
生
の
み
な
さ
ん
の
就
職
活
動
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

　

五
條
市
で
は
若
年
者
の
地
元

就
職
支
援
と
市
内
企
業
・
事
業

所
の
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
た
就
職
応
援

フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の

機
会
に
就
職
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

３
月
18
日
（
月
）

　

午
後
１
時
〜
４
時

  （
受
付
12
時
30
分
〜
）

■
会
場　

中
央
公
民
館

■
対
象
者

▼
市
内
お
よ
び
近
隣
地
域
に
在

住
す
る
求
職
者

▼
市
外
に
在
住
し
、
五
條
市
周

辺
で
の
就
職
を
機
に
移
住
を

考
え
て
い
る
人
（
Ｕ
・
Ｉ
・
Ｊ

タ
ー
ン
）

▼
平
成
25
年
３
月
卒
業
予
定
の

学
生  （
大
学
・
大
学
院
・
短
大
・

高
専
・
専
門
学
校
・
高
校
生
）

▼
平
成
26
年
３
月
卒
業
予
定
の

学
生
（
高
校
生
を
除
く
）

▼
入
社
１
、
２
年
目
の
既
就
職

者
■
主
な
内
容

※

内
容
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

▼
就
活
基
本
セ
ミ
ナ
ー

  （
午
後
１
時
〜
２
時
）

　

社
会
人
と
し
て
「
働
く
」
心

構
え
と
自
覚
を
身
に
つ
け
、

実
行
力
が
あ
り
、
信
頼
さ
れ

る
人
材
と
な
る
た
め
の
ス
キ

ル
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

▼
ミ
ニ
企
業
合
同
説
明
会
（
予
定
）

  （
午
後
２
時
〜
４
時
）

　

市
内
企
業
を
知
り
、
面
接
会
・

就
職
へ
の
第
一
歩
と
し
て
参

加
企
業
か
ら
の
説
明
を
受
け
、

交
流
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

▼
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
・
し
ご
と
ｉ

セ
ン
タ
ー
コ
ー
ナ
ー

  （
午
後
２
時
〜
４
時
）

　
「
若
者
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
コ

ー
ナ
ー
」
や
「
奈
良
県
無
料

職
業
紹
介
所
登
録
面
談
コ
ー

ナ
ー
」
な
ど
を
設
置
予
定
で

す
。
就
職
活
動
の
悩
み
を
専

門
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
尋
ね
ま

し
ょ
う
。 

※

説
明
会
参
加
企
業
や
詳
細
な

内
容
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
合
先　

　

企
業
観
光
戦
略
課

　

本
庁
（
内
線
２
１
５
）

「
五
條
市
就
職
応
援
フ
ェ
ア
」

3/18（月）
午後１時～４時

　

現
在
お
使
い
の
国
民
健
康
保
険
の
保
険
証
は
、３
月
31

日
で
有
効
期
限
が
切
れ
ま
す
。４
月
１
日
か
ら
使
え
る
保

険
証
は
、３
月
中
旬
に
簡
易
書
留
で
、世
帯
の
加
入
者
全

員
分
を
ま
と
め
て
世
帯
主
宛
に
郵
送
し
ま
す
。

※

４
月
２
日
以
降
、郵
送
で
配
達
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
保
険
課（
市
役
所

本
庁
）で
保
管
し
ま
す
。身
分
証
明
書（
運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
な

ど
）と
印
鑑
を
持
参
し
て
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
新
し
い
保
険
証
の
有
効
期
限

　

平
成
26
年
３
月
31
日

※

次
に
該
当
す
る
人
は
有
効
期

限
が
異
な
り
ま
す
。

▼
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
に

75
歳
に
な
る
人　

※

有
効
期
限　

誕
生
日
の
前
日

  （
75
歳
の
誕
生
日
か
ら
は
後
期

高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
を

使
っ
て
く
だ
さ
い
）

▼
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
に

65
歳
に
な
る
退
職
被
保
険
者

証
の
人

※

有
効
期
限　

誕
生
月
の
月
末

  （
誕
生
日
が
１
日
の
人
は
、誕

生
月
の
前
月
の
月
末
）

　

有
効
期
限
が
切
れ
る
前
に
、

一
般
被
保
険
者
証
を
郵
送
し

ま
す
。

■
問
合
先　

保
険
課

　

本
庁（
内
線
２
６
７
、３
６
７
）

国
民
健
康
保
険
証
の
更
新

新
し
い
保
険
証
を
郵
送
し
ま
す

昨年も多くの皆さんが参加しました
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「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

　

学
生
の
皆
さ
ん
は
一
般
的
に

所
得
が
少
な
い
た
め
、
本
人
の

所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

■
対
象
と
な
る
学
生

　

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
大

学
（
大
学
院
）、
短
期
大
学
、

高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、

専
修
学
校
お
よ
び
各
種
学
校

（
修
業
年
限
１
年
以
上
で
あ
る

課
程
）、
一
部
の
海
外
大
学
の

日
本
分
校
に
在
学
す
る
人
。

（
夜
間
・
定
時
制
課
程
や
通
信

制
課
程
を
含
む
）

■
承
認
期
間

　

４
月
〜
翌
年
３
月

　

次
の
年
度
も
在
学
予
定
の
場

合
は
４
月
始
め
に
再
申
請
の

用
紙
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
。

必
要
事
項
を
記
入
の
上
ご
返

送
く
だ
さ
い
。

「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」

　

学
生
で
な
い
30
歳
未
満
の
人

で
、
本
人
お
よ
び
配
偶
者
の
所

得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
国

民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
る
制
度
で
す
。

※

承
認
さ
れ
た
期
間
は
老
齢
基

礎
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に

必
要
な
期
間
に
算
入
さ
れ
ま

す
が
、
年
金
額
に
は
反
映
さ

れ
ま
せ
ん
。
就
職
な
ど
で
収

入
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
場
合
は
、「
追
納
制
度
」
を

利
用
し
ま
し
ょ
う
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先

▽
市
民
課
年
金
係

　

本
庁（
内
線
２
６
８
、３
０
０
）

▽
大
和
高
田
年
金
事
務
所

☎
０
７
４
５
・
２
２
・
３
５
３
１

「学生納付特例制度」と「若年者納付猶予制度」
　20歳以上の人は、学生であっても国民年金に加入しなければなりません。しかし、学生や
30歳未満の人で、所得が一定額以下の場合は国民年金保険料の納付が猶予される次のよう
な制度があります。申請を行わず、保険料を未納のままにしておくと、不慮の事故などによ
り障害が残った場合に、障害年金を受けることができなくなりますので注意しましょう。

市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
期
限
は

                   

３
月
15
日（
金
）で
す

　

市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
が
必

要
な
人
や
、医
療
費
控
除
な
ど
の

控
除
を
受
け
た
い
人
の
申
告
は

３
月
15
日（
金
）が
期
限
で
す
。

　

期
限
直
前
は
窓
口
が
混
雑
す

る
た
め
早
め
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。ま
た
、医
療
費
の
領
収
書

は
事
前
に
整
理
す
る
な
ど
、ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
先

　

税
務
課
市
民
税
係

　

本
庁（
内
線
２
５
６
、２
９
８
）

手
話
奉
仕
員

養
成
講
座

参
加
者
募
集

手
話
を
学
ん
で

　

み
ま
せ
ん
か
？

　

手
話
入
門
講
座
を
受
講
し
て
手

話
を
覚
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

４
月
19
日
（
金
）
〜

　

毎
週
金
曜
日　

午
後
７
時
〜
９
時

■
場
所　

市
立
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
定
員　

20
人

■
指
導
者

　

五
條
市
手
話
通
訳
者
会

■
開
催
回
数　

年
間
40
回
程
度

■
参
加
費　

テ
キ
ス
ト
代
と
し
て

２
０
０
０
円
程
度

■
申
込
締
切　

３
月
29
日
（
金
）

■申込・問合先
　社会福祉課福祉係
　本庁（内線２９９）

国民年金
のこんな

制度、

ご存知で
すか？
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見取り図案内之五十
江戸時代の「蛇」

五
條
映
像 

フ
ェ
ス
タ
２
０
１
３

３/10（日）
 開  催

　

美
し
い
風
景
に
恵
ま
れ
た
ふ
る

さ
と
五
條
市
。
市
で
は
、「
子
ど
も

映
画
監
督
講
座
」
や
「
動
画
コ
ン

テ
ス
ト
」
な
ど
、
映
像
で
地
域
の

魅
力
を
表
現
し
、
映
像
文
化
を
広

め
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
世
界
で
活
躍
す
る
映

■
催
し

▼「
子
ど
も
映
画
監
督
講
座
」
制

作
作
品
紹
介

▼「
動
画
コ
ン
テ
ス
ト
」
表
彰
式

お
よ
び
受
賞
作
品
紹
介

▼「
萌
の
朱
雀
」

　

撮
影
記
念
碑
紹
介

▼「
萌
の
朱
雀
」
特
別
上
映
ほ
か

　

〜
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〜

　

生
ま
れ
育
っ
た
奈
良
で

映
画
を
撮
り
続
け
、
ふ
る

さ
と
の
魅
力
を
世
界
に
発

信
す
る
映
画
監
督
。

　

15
年
前
に
西
吉
野
を
舞

台
に
映
画
「
萌
の
朱
雀
」

（
97
）
を
制
作
し
、
第
50
回

カ
ン
ヌ
国
際
映
画
祭
で
カ

メ
ラ
ド
ー
ル
賞
（
新
人
監

督
賞
）
を
史
上
最
年
少
で

受
賞
。「
殯
の
森
」（
07
）

で
は
同
映
画
祭
グ
ラ
ン
プ

リ
受
賞
。
09
年
に
は
黄
金

の
馬
車
賞
（
功
労
賞
）
を

日
本
人
お
よ
び
女
性
監
督

と
し
て
初
受
賞
。「
玄
牝-

げ
ん
ぴ
ん-

」
な
ど
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
作
品
も
多
数
。

な
ら
国
際
映
画
祭
で
は
エ

グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
を
務
め
る
。
宇
多
田

ヒ
カ
ル
最
新
曲
『
桜
流
し
』

の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ク
リ
ッ

プ
を
制
作
す
る
な
ど
映
画

の
み
な
ら
ず
幅
広
い
分
野

で
活
躍
中
。
現
在
、
最
新

劇
映
画
の
製
作
準
備
中
。

公
式
サ
イ
ト

w
w
w
.kaw

asenaom
i.com

ツ
イ
ッ
タ
ー 

@
Kaw
aseN

AO
M
I

画
監
督
、
河
瀨
直
美
さ
ん
を
ゲ
ス

ト
に
迎
え
、
五
條
市
の
魅
力
を
つ

め
こ
ん
だ
映
像
を
鑑
賞
す
る
「
五

條
映
像
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
３
」
を

開
催
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

五
條
の
魅
力
が

詰
ま
っ
た
映
像
を

鑑
賞
し
ま
せ
ん
か

西
吉
野
町
を
舞
台
に
し
た
映
画
「
萌
の
朱
雀
」
の
ワ
ン
シ
ー
ン

１
９
９
７
年
／
監
督: 

河
瀨
直
美
／
出
演: 

尾
野
真
千
子

Copyright (C) w
ow
ow
+

バ
ン
ダ
イ
ビ
ジ
ュ
ア
ル 

guest

■
日
時　

３
月
10
日
（
日
）

　

午
後
１
時
〜
４
時
30
分

■
会
場　

五
條
市
市
民
会
館

■問合先  企業観光戦略課■問合先  企業観光戦略課
　本庁（内線２１０）　本庁（内線２１０）
■問合先  企業観光戦略課
　本庁（内線２１０）

～映画監督　河瀨直美さん～

スペシャルゲスト
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展示・イベント案内

　

「
節
用
集
」
は
、
せ
っ

ち
ょ
う
し
ゅ
う
、
と
も
読

み
、
用
字
・
用
語
辞
典
で

す
。
漢
字
熟
語
を
多
数
収

録
し
て
読
み
仮
名
を
つ
け

て
い
ま
す
。
藤
岡
家
所
蔵

の
節
用
集
は
江
戸
時
代
に

発
行
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、

想
像
上
の
不
思
議
な
動
物

が
た
く
さ
ん
収
載
さ
れ
て

い
て
、
と
て
も
興
味
深
い

一
冊
で
す
。
今
年
は
「
巳

年
」
な
の
で
、
「
蛇
」
を

探
し
ま
す
と
、
い
ろ
い
ろ

な
変
わ
っ
た
蛇
が
記
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
「
巴
蛇
」

は
巨
大
な
蛇
で
、
象
を
食

べ
ま
す
。
絵
に
は
次
の
よ

う
な
説
明
が
あ
り
ま
す
。

「
象
を
食
い
三
年
に
し
て

骨
を
吐
く
。
君
子
こ
れ

（
吐
き
出
し
た
象
の
骨
）

を
食
し
て
病
な
し
。
」
調

べ
ま
す
と
巴
蛇
は
、
は

だ
・
修
蛇
と
も
呼
ば
れ
、

中
国
の
神
話
に
登
場
す
る

怪
物
の
一
つ
で
し
た
。
岐

首
は
首
が
枝
の
よ
う
に
別

れ
て
い
る
蛇
。
八
岐
大
蛇

も
、
こ
の
種
類
で
す
。
両

頭
は
、
し
っ
ぽ
の
部
分
に

も
頭
が
付
い
て
い
ま
す
。

烏
蛇
は
か
ら
す
へ
び
と
書

か
れ
、
カ
ラ
ス
の
色
を
し

て
い
ま
す
。
山
に
祀
っ
た

烏
蛇
は
烏
蛇
明
神
と
呼
ば

見取り図案内之見取り図案内之五十五十
江戸時代の「蛇」江戸時代の「蛇」

毎週月曜日休館（月曜が祝日の場合は翌日）入館料（大人３００円、小人２００円）　■藤岡家住宅　☎22・４013（近内町５２６）

長
兵
衛
梅
・
盆
梅
鑑
賞
と

　
　
　
　
　

ひ
な
ま
つ
り

　

３
月
に
は
八
重
の
紅
梅
・

長
兵
衛
梅
が
咲
き
、各
部
屋

に
お
ひ
な
さ
ま
と
盆
梅
を

飾
り
ま
す
。随
時
琴
の
演
奏

も
行
わ
れ
ま
す
。

※
入
館
料
で
鑑
賞
可
。梅
の

開
花
状
況
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

れ
、
金
色
の
光
と
な
っ
て

姿
を
現
し
た
と
い
う
伝
説

が
残
る
地
方
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
、
「
節
用
集
」
に

は
、
う
わ
ば
み
や
ま
む
し

も
描
か
れ
て
い
ま
す
が
、

ど
の
蛇
の
図
も
達
者
（
た

っ
し
ゃ
）
な
筆
づ
か
い
で

生
き
生
き
と
描
か
れ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
江
戸
時

代
の
人
た
ち
の
想
像
力
は
、

世
界
に
も
誇
る
こ
と
の
で

き
る
文
化
で
す
。
節
用
集

の
蛇
は
、
藤
岡
家
住
宅
で

展
示
中
で
す
。

　

藤
岡
家
で
、
蛇
を
見
た

事
は
ま
だ
一
度
も
あ
り
ま

せ
ん
が
、
樹
齢
２
５
０
年

と
言
わ
れ
る
長
兵
衛
梅
の

う
ろ
に
は
、
コ
バ
ル
ト
色

の
ト
カ
ゲ
が
棲
ん
で
い
る

よ
う
で
す
。

　
　

学
芸
員　

川
村
優
理

〜
展
示
の
ご
案
内
〜

　
「
玉
骨
句
集
」展

　

３
月
31
日
（
日
）ま
で

〜
イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内
〜

第
五
回

　

藤
岡
玉
骨
記
念
俳
句
大
会

　

３
月
４
日
（
月
）開
催

　

応
募
句
と
参
加
者
を
募
集

中
で
す
。応
募
句
は
市
内

に
在
住
す
る
人
は
一
組
ま

せ
つ
よ
う
し
ゅ
う

で
無
料
。詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

ひ
な
ま
つ
り
ラ
ン
チ
サ
ロ
ン

  （
藤
岡
家
と
高
取
町
土
佐
街

道
の
お
ひ
な
さ
ま
を
見

学
）

　

３
月
13
日
（
水
）　

　

午
前
11
時
〜

　

■
参
加
費　

２
５
０
０
円

　

■
定
員　

25
人
（
要
予
約
）

は
じ
ゃ

し
ゅ
う
だ

き

し
ゅ

　

平
安
時
代
の
貴
族
の
遊

び
で
ひ
な
飾
り
に
も
使
わ

れ
る
貝
合
わ
せ
を
作
り
ま

し
ょ
う
。

■
日
時　

３
月
３
日
（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

■
対
象　

小
・
中
学
生
（
小

学
生
は
保
護
者
同
伴
）

先
着
30
人

■
参
加
費

　

５
０
０
円
（
材
料
費
）

■
申
込
方
法

　

電
話
か
メ
ー
ル
で
①
氏

名
②
住
所
③
連
絡
先
を

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

３
月
10
日
（
日
）

　

午
後
１
時
〜

　

午
後
３
時
30
分

■
テ
ー
マ

　
「
天
誅
組
総
裁

　
　
　
　

吉
村
虎
太
郎
」

　

舟
久
保 

藍
氏

  （「
維
新
の
魁
・
天
誅
組
」

保
存
伝
承
・
顕
彰
推
進
協

議
会
特
別
理
事
）

※

講
座
後
、重
要
文
化
財
「
堀

家
住
宅
」
を
見
学
し
ま
す
。

■
定
員　

先
着
30
人

■
参
加
費　

８
０
０
円
（
資

料
代
・
お
茶
代
・
堀
家
住

宅
見
学
料
金
）

■
申
込
方
法　

電
話
か
メ
ー

ル
で
①
氏
名
②
住
所
③
連

絡
先
を
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

南
朝
の
帝
や
公
家
も
歌

に
詠
ん
だ
、
賀
名
生
梅
林
。

悠
久
の
歴
史
ロ
マ
ン
に
触

れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

３
月
17
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

  （
雨
天
決
行
）

■
会
場

　

賀
名
生
の
里
歴
史
民
俗

資
料
館

▼
梅
香
の
お
茶
席
（
有
料
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
大
正
琴
の
演
奏
（
無
料
）

①
午
後
１
時
30
分
〜
②
２
時

30
分
〜

■
入
館
料
金　

▽
小
・
中
学
生
１
０
０
円　

▽
高
校
生
１
５
０
円

▽
大
学
生
・
一
般
３
０
０
円　

※

団
体
割
引
あ
り
。

■
開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時　

※

３
月
は
休
ま
ず
開
館
し
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
先　

賀
名
生
の
里
歴
史
民
俗
資
料
館

☎
３
２
・
９
０
１
０　

anounosato-m
useum

@
kcn.jp

あ
の
う
歴
史
講
座

〜 

第
３
回
〜

子
ど
も
あ
の
う
塾
第
３
回

貝
合
わ
せ
の

　

お
ひ
な
様
を
作
ろ
う

南
朝
の
里

〜
あ
の
う
梅
香
の

　
　
　
　

お
茶
席
〜

賀
名
生
の
里
歴
史
民
俗
資
料
館 

イ
ベ
ン
ト
紹
介

■問合先  企業観光戦略課
　本庁（内線２１０）

う
じ
ゃ

り
ょ
う

と
う
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か
ん
せ
ま
み
て
し
を
強
勉
の
読

  

時

30

時
30

）
分

館
民
公
央
中

　先
合
問
■

１
０
０
２
・
４
２
☎第

13

愛
吟
詩
市
條
五
回

会
表
発
者
好

館
民
公
の
内
市
や
館
民
公
央
中

　

生
先
や
ん
さ
皆
ぶ
学
を
吟
詩
で
等

３

　時
日
■

月
16

）
土
（
日

９
前
午

　

時
30

館
民
公
央
中
立
市

　所
場
■

流
世
光
道
吟

　派
流
表
発
■

館
民
公
央
中

　先
合
問
■

１
０
０
２
・
４
２
☎

ト
フ
ラ
ク
ら
く
ざ
れ
だ
し

祭
楽
音
＆

伝
や
宅
住
家
堀
の
財
化
文
要
重

　

す
で
料
無
は
ど
な
賞
鑑
楽
音

）
日
（
日
７
月
４

　時
日
■

午

　

前
10

俗
民
史
歴
里
の
生
名
賀

　所
場
■

※

水
大
島
半
伊
紀
は
部
一
の
益
収

料
無

　費
加
参
■

会
睦
親
野
牧

　先
合
問
■

）
林
（
９
３
６
６
・
２
２
☎

作
徒
生

　

す
ま
し
催
開
を
展
品

間
期
■

３

　

月
29

）
金
（
日

31

）
日
（
日

午

　

前
10

※

31

で
ま
時
３
後
午
は
日所

場
■

館
承
伝
み
な
ち
ま

　場
会
一
第

　

）
町
新
（
館
旅
田
山

　場
会
二
第

　

先
合
問
■

室
教
ト
ル
キ
子
く
い
本
丸
▼

８
６
０
０
・
３
４
・
６
３
７
０
☎

館
旅
田
山
▼

５
２
１
２
・
２
２
☎

　

第
29

市
條
五
回

会
表
発

３

　時
日
■

月
31
日(

日)

１
後
午

　

時
30

館
民
公
央
中

　所
場
■

品
作
読
朗
■

」
地
聖
の
母
「」
木
の
柿
に
頭
「

他ト
ン
ゼ
レ
プ
の
花

　料
無
場
入
■

り
あ

集
募
を
員
会

　他
の
そ
■

す
で
中

０
３
費
会
体
団
用
利

　費
加
参
■

に
座
講
ス
ル
ヘ
度
年
今
（
円
０

）
料
無
は
人
た
し
加
参

３

　法
方
込
申
■

月
18

）
月
（
日

し
申
て
え
添
を
費
加
参
に
で
ま

は
人
た
し
加
参
に
座
講
ス
ル
ヘ

）
可
み
込
し
申
で
話
電

※

前
学
就
上
以
歳
２
（
り
有
児
託

）
料
無
・
約
予
要
・
児
幼
の

 

館
民
公
央
中

　先
合
問
■

１
０
０
２
・
４
２
☎

会
演
講
史
歴
区
地
野
牧
回
４
第

す
見
発
再
を
史
歴
の
区
地
野
牧

　

３

　時
日
■

月
10

）
日
（
日

館
民
公
野
牧

　所
場
■

人
０
０
１

　員
定
■

て
ね
訪
を
寺
谷
草
・
里
の
野
牧

　

化
文
條
五
（
志
尚
坂
前

　師
講

　

）
員
芸
学
館
物
博

）
側
南
橋
川
大
（

上
以
生
学
小
る
す
務
勤
は
た
ま

人
の

ニ
テ
ト
フ
ソ
市
條
五

　員
導
指
■

員
会
協
ス

ニ
テ
は
者
加
参
（
料
無

　用
費
■

）
い
さ
だ
く
て
来

先
合
問
・
込
申
■

会
協
ス
ニ
テ
ト
フ
ソ
市
條
五

　

）
場
馬
（
２
５
７
１
・
２
２
☎

）
田
山
（
２
５
４
４
・
２
２
☎

座
講
ス
ル
ヘ

い
し
楽

レ
フ
リ
を
体
身

　
　
　

ス
た
せ
わ
合
に
ム
ズ
リ
や
楽
音

　

３

　時
日
■

月
21

）
木
（
日時

30
分

館
民
公
央
中

　所
場
■

員
定
■

　

25

ま
住
在
に
内
市
（
人

）
人
成
る
す
務
勤
は
た

生
先
子
久
貴
澤
柳

　者
導
指
■

ラ
ト
ス
ン
イ
ズ
イ
サ
サ
ク
エ
（

参
に

　
　

か
ん
せ
ま
し
加

３

　時
日
■

月
30

）
土
（
日

午

　

前
10

館
育
体
校
学
小
野
牧

　所
場
■

通
に
校
学
小
の
内
市

　者
象
対
■

ま
生
年
４
ら
か
生
年
１
る
す
学

の
で

童
児

生
先
人
清
本
岡

　者
導
指
■

装
服
る
き
で
の
動
運

　他
の
そ
■

先
合
問
■

）
原
田
（
５
３
２
２
・
５
２
☎

田
前
（
０
３
５
５
・
３
２
☎

）

室
教
ス
ニ
テ
ト
フ
ソ

　

者
加
参

　
　
　
　
　

集
募

し
楽
を
ス
ニ
テ
ト
フ
ソ
で
室
教

　

12

日
曜
日
週
毎

　月

広告募
集

行
発
部
０
０
８
５
１
月
毎

報
広

市
條
五

課
造
創
と
さ
る
ふ

　先
合
問
■

14お知らせ・イベント



日
１
る
す
定
指
ち
う
の

　員
人
定
予
用
採
■

）
卒
大
（Ａ
官
察
警

　

男

　

性
75

度
程
人
７
性
女

　

格
資
験
受
■

昭

　

和
58

生
に
降
以
日
２
月
４
年

除
を
学
大
期
短
（
学
大
る
よ平

成
26

卒
に
で
ま
日
末
月
３
年間

期
付
受
■

）
で
留
書
易
簡
（
送
郵
▼

４

　

月
19

）
金
（
日

４

　

月
15

）
月
（
日

先
込
申
験
受
・
合
問
■

  

）
円
０
０
６
引
割

※

下
以
生
学
中

・
65

人
の
上
以
歳

等

午

　

前
10
時
30

先
合
問
■

５
１
２
２
・
３
５
・
７
４
７
０
☎平

成
25

官
察
警
度
年

A

）
回
１
第
（の

験
試
用
採

　
　
　
　
　

内
案
ご

日
験
試
次
１
第
■

験
試
文
論
・
養
教
▼

５

　

月
12

）
日
（
日験

試
力
体
▼

５

　

月
18

）
土
（
日

19

）
日
（
日

先
合
問
■

＆
ト
フ
ラ
ク
ら
く
ざ
れ
だ
し

　

）
條
西
（
会
員
委
行
実
祭
楽
音

　

２
９
４
９
・
７
０
３
４
・
０
９
０
☎

い
ど
つ
の
和
南

歩
二
歩
一
す
出
み
踏
で
な
ん
み

人
い
な
も
人
る
あ
の
い
が
障

　

も

に
も
と

　
　
　
　

へ
域
地
す
ら
暮

３

　時
日
■

月
16

）
土
（
日

午

　

前
10
時
30

ら
あ
館
会
化
文
町
淀
大

　所
場
■

容
内
■

」
い
な
め
ら
き
あ
を
夢
「
演
講
▼

 

袋
島

 

勉 

氏

午

　

前
11

１
後
午

　会
映
上

時
30

■問合先
　人権施策課　☎２５・１１３７

條
五

）
４
１
２
線
内
（
庁
本

　

Gojo City Public Relations　本庁 ☎２２・４００１、西吉野支所 ☎３３・０３０１、大塔支所 ☎３６・０３１１

　

係
用
採
課
務
警
部
本
察
警
県
良
奈

４
０
２
１
・
５
３
・
０
２
１
０
☎

８
７
５
８
・
０
３
６
〒

地
番
０
８
町
路
大
登
市
良
奈

http://w
w
w
.police.pref.nara.jp

〉
区
地
塔
大
〈
　

み
く
尿
し

　

せ
ら
知
お
の
り
取

　

３

が
結
凍
や
雪
積
の
路
道
は
月

わ
合
い
問
に
者
業
接
直
は
者
望
希

先
合
問
・
込
申
■

２
７
３
３
・
２
５
・
５
４
７
０
☎

（
　
　
　

・
同
不
順

）
略
称
敬

》
行
銀
意
善
《

講
歌
詠
御
飼
犬
▼

会
議
協
所
業
事
険
保
護
介
市
條
五
▼

》
金
基
祉
福
《▼

子
也
津

　谷
相

）
見
二
（

奥村レディースクリニック

4 月 14 日（日）
10 :30～12 :00（10 :15受付） 

場所 奥村レディースクリニック 2Ｆ
多目的ホール（橋本市東家 4-17 -13） 

申込・問合先  ☎0736.32.8511
当 院 の ﾎｰ ﾑ ﾍ ﾟ ｰ ｼ ﾞか ら 予 約 可 
http : / /okumurac l in ic .o r. jp

15



今月号「五條検定」の答え　Ｑ1は③、　Ｑ２は①、　Ｑ３は③ でした。

平成 2５年３月発行  第 77３号

発行 五條市

編集 市長公室ふるさと創造課

　「五條の歴史を探る」では、五條の歴史・文化を今に伝える資料とそのゆかりの地を紹介します。

五
條
市
役
所
の
看
板

　

五
條
市
役
所
の
玄
関
に
は
、

「
五
條
市
役
所
」
と
力
強
く

書
か
れ
た
市
役
所
の
顔
と
も

い
う
べ
き
看
板
が
懸
か
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
看
板
の
揮
毫
者
（
筆

を
ふ
る
っ
て
文
字
を
書
い
た

人
）
は
、
来
田
掃
雲
と
い
う

人
で
す
。
掃
雲
は
明
治
39
年

（
１
９
０
６
）
９
月
６
日
に

今
の
五
條
市
本
町
で
生
ま
れ

ま
し
た
。

　

奈
良
県
師
範
学
校
を
卒
業

し
た
の
ち
、
南
宇
智
・
五
條

小
学
校
の
教
諭
と
な
り
、
そ

の
後
文
検
（
文
部
省
師
範
学

校
中
学
校
高
等
女
学
校
教
員

検
定
試
験
）
の
書
道
科
に
合

格
す
る
と
、
兵
庫
県
立
第
一

神
戸
中
学
校
や
奈
良
県
立
五

條
高
校
で
教

を
と
り
、
そ

の
傍
ら
、
益
田
石
花
、
伊
東

東
海
に
師
事
し
て
書
を
学
び

ま
し
た
。

　

昭
和
36
年
（
１
９
６
１
）

か
ら
約
20
年
に
わ
た
り
、
好

文
書
道
会
を
主
宰
し
て
書
道

の
普
及
に
努
め
た
ほ
か
、
昭

和
45
年
（
１
９
７
０
）
に
は

日
中
書
道
親
善
団
員
の
一
員

と
し
て
台
湾
を
訪
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
昭
和
55
年
（
１
９

８
０
）
１
月
３
日
に
、
74
歳

で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　

五
條
市
役
所
の
看
板
は
、

『
来
田
掃
雲
遺
墨
集
』
に
よ

れ
ば
、
昭
和
52
年
（
１
９
７

７
）
に
揮
毫
さ
れ
た
も
の
で
、

幅
36
セ
ン
チ
、
高
さ
２
メ
ー

ト
ル
の
桧
材
の
大
看
板
に
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
書
体
で
大
書

き
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

掃
雲
の
書
は
他
に
も
、
五

條
高
校
で
、
同
校
の
校
訓
を

記
し
た
石
碑
に
も
み
る
こ
と

〒637-8501

奈良県五條市本町 1 丁目 1 番 1 号

☎０７４７・22・4001

るる

を

歴
史を

歴
史

五
條
の

る
探

普通の風邪の症状に似ていて、
花粉症とは気づかないことも。
しかし、アレルギーは早めの対
策が効果的です。症状が軽いう
ちに病院を受診しましょう。

市
の
動
き

市
の
動
き

人
口 

３
４
４
２
７ 

人　
　
　

男
１
６
３
８
２
人　
　
　

  

女
１
８
０
４
５
人　

   　
　

世
帯
１
３
８
３
９
世
帯

　
　
　

  

（
▲
６
７
）　
　
　
　
　

    

（
▲
２
８
）　
　
　
　

 　
　

 

（
▲
３
９
）　
　
　
　
　
　

      

（
▲
２
４
）

（
１
月
31
日
現
在
）　

（　

）
内
の
数
字
は
前
月
比
・
▲
は
減
少

子どもたちの笑顔に囲まれて、保育士
として働きませんか。
■問合先  児童福祉課  本庁（内線 349）

市立保育所
嘱託職員募集中です

～花粉症の季節です～

が
で
き
ま
す
。
こ
の
こ
と
か

ら
も
、
掃
雲
は
五
條
の
人
か

ら
非
常
に
親
し
ま
れ
た
書
家

だ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま

す
。
普
段
何
気
な
く
目
に
す

る
様
々
の
物
に
も
、
そ
れ
ぞ

れ
が
物
語
を
持
っ
て
い
ま
す
。

日
常
生
活
で
も
、
そ
う
し
た

目
で
物
を
見
れ
ば
、
日
々
の

生
活
も
ま
た
変
わ
っ
た
も
の

に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

き
ご
う

き
た
そ
う
う
ん

こんな症状は要注意！！
「くしゃみ」「鼻水」
「目がかゆい」

市  民  ご  よ  み

３月　６日（水）・１８日（月）
 眠れない、ゆううつなど心の悩み

 臨床心理士によるこころの健康相談

　場所◎カルム五條
　予約◎保健福祉センター 
　　　　本庁（内線２９０）

３月１１日 （月）　
 人権を確かめあう日

３月１８日 （月）　
 生活習慣病予防、健康管理、禁煙など

 保健師による各種健康相談
　場所◎カルム五條
　申込◎保健福祉センター 
　　　　本庁（内線２９０）

３月２０日（水・祝）
 図書館は開館しています
　休館日は、翌日２１日（木）です

毎週火・木曜日　
 悪質商法や多重債務などの相談

 消費生活・多重債務相談
　時間◎１０時～１５時
　場所◎第２分庁舎３階

プチ
健康

講座
Vo
l .0
3

五
條
五
條

検
定
検
定

Q1Q2Q3

五
條
の

歴
史
に

チ
ャ
レ
ン
ジ

五
條
高
校
の
前
身
は
？

①
五
條
高
等
小
学
校

②
宇
智
中
学
校

③
五
條
中
学
校　

今
の
五
條
市
が
誕
生
す
る

前
、
五
條
市
役
所
の
場
所

に
あ
っ
た
施
設
は
？

①
五
條
町
役
場

②
五
條
警
察
署

③
宇
智
郡
役
所

　
　来

田
掃
雲
の
本
名
は
？

①
来
田
平
三
郎

②
来
田
源
九
郞

③
来
田
喜
八
郎

■問合先　地域包括支援センター
　　　　　　　本庁（内線３０９）

市
役
所
の
玄
関
に
掲
げ
ら
れ
た
看
板

五
條
高
校
の
石
碑
も
掃
雲
の
書
で
す
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